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▼
高
度
集
約
団
地
協
業
経
営
促
の
収
入
を
確
保
し
育
林
な
ど
林

最

近

の

林

進

事

業

▲

業

生

産

が

安

心

し
て
お
こ
な
え

業
は
、
都
市

林

業

経

営
を
森
林
所
有
者
の
る
た
め
に
椎
茸
生
産
を
近
代
的

経
済
の
急
速

協

業
経
営
と
し
て
、
森
林
組
合
な
施
設
を
使
い
協
業
に
よ
っ
て

な
発
展
に
と
の
長
期
経
営
受
託
で
そ
こ
に
思
行
う
事
業
で
す
。

も
な
い
、
水
資
源
の
涵
養
、
空
い
切
っ
た
林
道
網
に
よ
っ
て
高
.
協
生
、
大
平
、
小
倉
椎
茸
生

気
の
浄
化
、
レ
ク
リ

エ
ー

ジ
ョ

度
な
集
約
的
な
施
業
を
モ
デ
ル
産
組
合
発
足
、
施
設
の
導
入
と

ン
な
ど
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
的
に
実
施
す
る
事
業
で
す
。
協
業
生
産
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と
り
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八
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給
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＿
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よ
る
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力
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減
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木
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1
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作
業
道
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、

0
0
0
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1

、

乾

燥

機

一

0
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六
台

四
、
集
約
育
林
（
植
林
、
枝
打
一
、
チ
ェ
ン
ソ

除
伐
）

四

三
加
一
、
軽
架
線
、
モ
ノ
レ
ー
ル

材
流
通
構
造
の
変
化
、
木
材
代

替
品
の
進
出
な
ど
で
現
在

の

林

事

業

費

二

、

七

0
0
万

円

三

式

業
経
営
で
は
、
ま
す
ま
す
苦
し
▼
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
▲

事

業

費

一

、

三

四

八

万

円

く
な

っ
て
ゆ
き
そ
う
で
す
。

景

色

、

交

通

の
便
な
ど
保
健
▼
早
期
特
用
樹
種
育
成
林
業
経

こ
う
し
た
林
業
に
対
処
す
る
休
養
林
と
し
て
利
用
で
き
る
と
営
促
進
事
業
▲

た
め
肱
川
町
で
は
第
一
次
林
構
こ
ろ
に
風
景
を
良
く
す
る
た
め
特
用
樹
種
を
導
入
し
て
短
期

事
業
の
実
施
を
は
じ
め
そ

の
他
の
施
業
を
お
こ
な
っ
た
り
林
間
間
で
高
い
所
得
を
あ
げ
る
た
め

モ
デ
ル
的
に
造
林
を
行
な
う
事

業
で
す
。

い
く
つ
か
の
具
体
的
な
施
策
を
歩
道
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
休
け
い

麗
協
生
育
林
協
業
組
合
が
く
ぬ

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
林
業
を
所
な
ど
観
光
的
施
設
を
設
け
森

ぎ
林
早
期
育
成
を
実
施
す
る
。

取
り
ま
く
情
勢
の
変
化
が
あ
ま
林
を
総
合
的
に
利
用
す
る
こ
と

り
に
も
急
で
、
さ
ら
に
強
力
な
に
よ
っ
て
林
業
経
営
の
合
理
化

一
、
面
積
五
加
（
協
業
七
名
）

一
、
下
刈
三
回
、
施
肥
三
回
、

施
策
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
を
は
か
る
事
業
で
す
。

芽
か
き

一
回

い
う
認
識
に
た
ち
第
二
次
林
構
.
白
石
部
落
（
御
在
所
三
六

四
大
万
円

▼
資
本
装
備
の
高
度
化
事
業
▲
目
標
の
密
度
加
当
二

0
m

加
）
で
実
施

一
、
林
道
一
、

0
0
0

~

事
業
費
一

事
業
の
実
施
が
計
画
さ
れ
森
林

二
、
素
材
生
産
（
ク
ヌ
ギ
を
ふ

く
む
）

た

1
・
組
合
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
が
一
、
林
内
作
業
道
（
管
理

車

▼

協

業

の

促

進

事

業

▲

森

林

組

合

が

行

な

う

素
材
生

機
械
を
つ
か
っ
た
協
業
な
ど
産
や
緑
化
木
な
ど
の
生
産

行

程

現

在

の

数

量
七、

発

進
め
ら
れ
ま
す
。
事
業
内
容
は
道
）
八

0
0
~

二
、
0
0
0
~を
進
め
る
た
め
に
関
連
の
あ
る
を
機
械
を
つ
か
っ
た
協
業
に

よ
目

標
の
数
量

1
肱
川
林
業
経
営
向
上
の
基
礎
で
一
林
間
歩
道
（
山
道
整
備
）
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三
、
椎
茸
生
産

月
あ
る
林
道
の
開
設
と
そ
の
地
区
一
、
総
合
案
内
所
、
広
場
駐
車
林
道
を
開
設
し
林
業
経
営
の
改
っ
て
お
こ
な
い
林
業
経
営
の
近
一
〇
ヽ

現
在
の
数
量

2

の
協
業
推
進
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よ
る
集

約

育

林

場

善

を

は

か

ろ
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と

す

る

事

業
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化
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は
か
ろ
う
と
す
る
事
業

五
八
、

年

の

団

地

化

、

こ

れ

ら

の

地

域

林

一

、

休

養

施

設

（

キ

ャ

ン

プ

施

す

。

で

す

。

一
、
林
道
開
設

■森
林
組
合
は
現
在
二
九
名
の
目
標
の
数
量

設
、
展
望
、

寝
具
等
）

■瑾
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フ
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ヱ
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班
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っ
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区

で
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九

〇

ヽ

一
、
風
致
施
設
（
枝
打
、
間
伐

49
業
の
振
興
対
策
事
業
に
加
え
保

和
健
休
養
林
造
成
な
ど
森
林
の
公
樹
木
園
）

四、

緑
化
木
生
産

現
在
の
数
量

昭
益
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
森
林
総

事
業
費
三
、
八

0
0
万
円

ィ
延
長
六
0
0

~

材
生
産
事
業
を
第
一
次
林
構
施

合
利
用
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
▼
特
殊
林
産
（
し
い
た
け
）
生
回
幅
員
三

m

設
機
械
で
進
め
て
い
る
の
で
第

い

実

施

地

区

と

事

業

内

容

は

次

産

施

設

事

業

▲

二

、

作

業

道

開

設

二

次

林

構

で

は

作

業

道

開

設

と

目

標
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数

量

の
と
お
り
で
す
。

林
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経

営
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お
け
る
短
期
間
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業
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入
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業

道

併

せ

て

間

伐

材

搬

出

に

そ

な

え

一

〇

ヽ

••• 
,
 

っ

愛

の

献

血

O
O
O
Kg 

O
O
O
Kg 

発行

肱川町企画調整室

電話肱川局 120
印刷 工ヒ メコープ印刷部

昭和49年 1月末現在

世帯数 1,127戸
人口男 2,138人

女 2,197人
計 4,335人
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（転入） 22人
（転出） 11人

ダ コベトベト導計設年 （出生） 4人
事 、ノ ン）レラルラ入 画す間 中野 白岩良二ちゃん
業 ププ ッ ツ機にる五 橡の木穎 高橋洋子ちゃん
費 ト レクーク械ょ。、 大平上田真奈美ちゃん

ニラ ッ三タータ っ路〇
下鹿野川 冨永洋希ちゃん

- tッ サ tI t l て線0
（死亡） 7人

中居谷 沖浦安高さん
ークー l-シーン 実なO 上鹿野川藤中峯治さん

五台 台台 ヨ台ョ 施どm 森 兵頭ナカヨさん
五、一――Y---/ すは以 中野白岩千代太郎さん
四 導セ る町上 下嵯峨谷岩本ヨシさん

万 °振を 大屋敷 井上キクヱさん

円 入卜 興開
月の尾 冨永重雄さん

-、2̂-’‘/`ジ-‘…-^
ーる総あ ー一ー四化場生 ■―ーツ材林

現 ‘°生る以事‘‘ラ‘五木二産山環車‘号 ‘ク の内
在林 産が上業動作 l給名の加を取 境 ト-林導敏作
の道 目事が費力業ジ水-養を図り緑ラ 内入速業
密お標業事散用 施成開るお化 ッ作をを車
度よ は 終 業 布 建 設 を こ た よ木ク業すはの
加び次了計機物へ行んめびの四車るか導
当作の後画八 スな整道実生 t へ°る入
ー業 通のの〇 プう地野生産レデたと
・道 り肱概九 リヘし尾に施ツルめ市

第 1次林構スプリンクラーの散水で見事に発生した椎茸 七 で川要 万ーーニン 協てのよ設ーカニピ ト場
(44年10月小藪共同楕場） 71し あ町で円台棟加ク 業緑圃る 台 l台ス ラ送

冒口 児童手当の支給範囲が 嘉塁旦誓雷胃戸喜物紙一、．・- 三養八 i：定資がど安価卜灯
で歳ちら 0 -̀: 人 育歳 』めに 制国定のイ油
の以三は 目し未 II‘ つ定民を高レ‘

塁□合ェ ひろがります 翌出喜 11喜旦乳鷹悶璧 ‘［ヤ
- 中か歳 ・ のり児 ii監 は ま 安 る よ ペ ガ
の学ら未たさ合以童かち児歳は三 す給千に児 終 義 ‘ 童：； 視‘ し定たび lス
場をの満もれに下がら三童未‘月こ゜さ 円つ童了務そを ・： 員標た緊め生パ‘
合卒児ののて支の 一卜の人の 満十ま と れ が きー前教の三 iiが準゜急‘活 lち
に業童児がい給場歳児目うの八で し ま支三人の育う人：：巡価指措こ物←り

II 

は場 だ申童す さ役らの つす用十がのす支；：だ民のお担 っ回
出月合三さし手以°請い場該翌児い児°範五十対つ゜給 i：さ課こり当肱て し
生のの人い 出 当前 求゜の当月童 て童 囲歳 歳象ま さ：：ぃ＾とま監 川おて
届下注目゜て請か 用 福者か手 は手 がに以に り れ " °窓 がす視町り違
が旬意の 請求ら紙 祉はら当 当 拡引下な‘ る： 口あが員へま反
翌 には児 求も受は 係二支は 請 大きでる児 こ ii ツり‘がもす者
月生童 手れ給役 ま月給請求 さ上あ三童 と：： へ ま何再 ‘°の

迄乳盆讐翌喜讐贔/乳翡喜誓竺；合孟に ;~宕孟 畠 靡
りた生 し は 者 あ 出月ま提提われもの金な li 連ら気視 地 に
児児 し て早でり く 中 す 出 出 け‘ の児支り！！ 絡‘付 し域あ ，
童童た くく 児 ま だにか月 に で適が 童 給 ま［l く町きて の た '

申し さ〇れ支 四い 七 当 い該 を 協 払 うさ出り手 ii

闊翌璽ぢ賃し〔謡胃己手甚揺胃手雷喜土畠ば盆［枯胄字塁＂
:: 標準価格

；； 1． 灯油（配達料別）

てと手よ円まの四円゜万は四゜帯狐し人二‘て 月 に か 翌 ; :
18（当り

くは続う以す引 十と 一六—+ ― ― た 預 月 四 くか児ら々::2. LPガス（配達料込み）
だ役にに上かき九な世千八八 八八°金五十だら童早月！！ 10 k当り
さ場つなのら上年り帯円七年 七二 口日九 さ受手くか II3. ちり紙
汀幅いり手年げ 十 ま平を世度 人万 座 付 年いけ当名ら h 800枚

祉てま当間も月す均支帯の と六 へで二゜ ら請を支!!4. トイレットペーパー
係‘すが一予か゜四払に児 な千 振肱 月 れ求付給 ；； （1) 古紙 55m(4個入） 220円、i
まく゜支‘定ら 万っ年童 つ円 込 川 分 る 書 けと [l (2) 11 65m (4個入） 240円

V でわ 給〇さは 一て額手 てで み農支 よをてな II (3) パルプ 60m(4個入） 240円

い 他 早のご防 基でらまか立 ごま国十月四負国口二日 ぉ ー に

貸て1:4大巳旦冨1:2晶差忘冨喜花裂言し、9口言菜存巴；哭四喜喜希古畠対邑料と繋と弓嘉塁誓喜繋忘そ胄冒二喜誓畠
病 30 7州30圧検30 ろ 婦経妊者＜健ないせな‘赤みの婦く役望上診象二金こらき子 他 ま者ろら 乳衛 て 婦検
院 保 測査 二人験婦 だ康る子んど 産ち‘貧人だ場者 のを 〇 ろ二宮希で 三三 児生大妊に 査 公 ま日

妊清産婦健貧定受 肱門 の 女さを 婦を°軽後ゃど血のさ生は女受昭〇二 時二が望の生肱時月健士 洲 産 よ 内民と で‘と一
婦 婦人所血 口付 川ー あた子い守人生 視のんうは貧い活地性け和円五肱ま月ん者赤後 川 ま二康 保 婦る 容館こ ーき‘
検家 人の門と四血 町十 るび 青゜るのみす回 の ぎ‘ 血 °福区て四 ,,---...0川 で二検 ち二町で八相健 の 診 ー ろ 時 母
診 科貧多食身液各公七方た 年 た 貧育 る 復 発 な め 予 祉 の い 十 町 円 町 十 診 ゃケ公 日 談 所 菌 察 か三親
へ 秀医 血 栄事 体検種民日 ‘び‘ め 血て こを育どま防課婦な八負へ公 八 ん月民 ‘ 科 肱 ら月学
希 師に養測査検館 そ流新多をるとおをのい教ま人い年担個民日 か館 午 宮衛 川 三 十級
望登 ・ つ士定 査 の産婚数予←がくさ筏‘室で会 三十ツ人館十 ら 後 本生 町時五

四
八
三
吋

0
0
0吋

三

0
0本一

0
0
0本

1月13日～ 2月4日

1月13日0消防団第 1分団機械班出初式（中野小）

15日0成人式

21日0町常会（公民館）

23日0上，．． 下小藪地区消防施設竣工祝賀会

24日0乳児健康相談

25日0団体営土地改良事業入札（役場階上）

0公民館家庭教育学級（大谷， 正山）

0出稼者安全就労相談会（農林会館）

29日0肱川町臨時議会招集（公民館）

2月 4日0災害復旧工事および舗装工事の入札（役

場階上）

標
準
価
格
は
ま
も
ら
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か

表

380円

1,300円

235円

15
:
4
0
 

己
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者
の
み
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昭和49年 2月21日発行 ひ じ か わ （第10号） (2) 

昭和47年度歳入・歳出決算分析図

一 般会 計 （単位 ％）

寄付金

2, 3 

À
-三

月
の
不
用
犬
回
収
日

「
昭
和
四
十
七
年
度
肱
川
町

歳
入
歳
出
決
算
」
は
町
議
会
第

九
十
一
回
定
例
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合

計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
、
五
一
四
、
八
九
六
千

円
。
歳
出
、
四
八
0
、
三
三
一

千
円
で
す
。
昭
和
四
十
六
年
度

と
比
較
す
る
と
歳
入
、
一
0
五
、

0
―
二
千
円
、
歳
出
、
九
二
、
九

0
九
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入
、
四
―
-
、
七
一
七
千

円、

歳
出
、
三
八
九
、
七
0
三

千
円
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
と

比
較
す
る
と
歳
入
、
一
0
三
、

九
五
二
千
円
、
歳
出
、
九
二
、

円
）
、
町
債
（
六
八
、
八
0
0
そ
の
他
集
会
所
の
建
築
三
件
、

0
0
二
千
円
増
加
し
て
い
ま

す。
こ
れ
は
伸
び
率
に
し
て
歳
入
千
円
）
、
国
、
県
支
出
金
（
九
九
、
六
七
三
千
円
、
消
防
施
設

三
三
・
八
％
、
歳
出
三

O
・九
七
、
七
九
二
千
円
）
、
町
税
の
整
備
―
二
件
‘
―
二
、
一
三

％
と
な
り
昭
和
四
十
六
年
度
に
（
三
六
、
九
四
四
千
円
）
、
歳
三
千
円
、
町
民
プ
ー
ル
新
設
二

お
け
る
歳
入
歳
出
と
も
伸
び
率

出
で
は
、
教
育
費

（
六
九
‘
-
0
、
五
一
六
千
円
等
が
主
な
も

0
％
で
あ
る
の
に
対
し
大
き
く
五
五
千
円
）
、
土
木
費
（
六
の
で
す
。

伸

び

て

い

ま

す

。

九

、

ニ

ニ

0

千

円

）

、

農

林

水

実

質

収

支

内

訳

（

一

般

会

計

）

産

費

（

六

二

、

一

0

0
千
円
）
一
般
会
計
は
、
二
ニ
、
0
-

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
地
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
千
円
（
昭
和
四
十
六
年
度
一

交
付
税
（
一
七
六
、
六
五
七
千

歳
出
に
お
け
る
事
業
を
み
ま
0
、
0
六
三
千
円
）
、
特
別
会

す
と
や
は
り
道
路
の
新
設
、
改
計
は
‘
―
二
、
五
五
二
千
円

良
舗
装
が
大
き
く
、
災
害
復
旧
（
昭
和
四
十
六
年
度
―
二
、
三

事
業
を
含
め
、
三
八
件
、
六
九
0
千
円
）
の
黒
字
で
昭
和
四

二
、
八
二
八
千
円
で
全
体
の

一
十
八
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

六
・
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

,＇
,
1
1
1
1
,
 

0
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク

―¥

l

恥
臼
望
〗
誌
及
→
瓢
一
年
令
は
「
満
」
で

一

を
す
り
お
ろ
し
ま
す
。
こ
れ
に

―

ミ
ソ
を
入
れ
て
熱
湯
を
そ
そ
ぎ

＿

年
令
を
い
う
と
き
、
従
来

一

ー
は
、
数
え
年
によ
っ
て
い
い

—

ま
す
。

ヨ

ー表
わ
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

ー

0
ネ
ギ
と
シ
ョ
ウ
ガ

l

ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
に
シ
一

ウ
が
を
す
り
お
ろ
し
て
、
そ
れ
一
確
さ
で
問
題
が
あ
る
た
め
、

一

一
昭
和
二
十
四
年
、
法
律
に
よ

ー

に
ミ
ソ
を
加
え
て
熱
湯

―

を
そ
そ
ぎ
ま
す
。

0
ニ
ン
ニ
ク
と
焼
酎

＿
っ
て
年
令
は
年
数
に
よ
っ
て

＿

＊
 

法

ニ

ン

ニ

ク

の

み

じ

ん

ー
（
一
年
に
達
し
な
い
と
き
は

＿

療

汀

醒

譴

辰

襲

＿月
数
）
い
い
表
わ
す
よ
う
に

一

間
ぉ
い
た
も
の
を
飲
み
ま

一定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

ー

い
ろ
い
ろ
の
調
査
も
の
は

一

す。

ー勿
論
の
こ
と
、
日
常
の
会
話

一

民
0
シ
ョ
ウ
ガ
と
酒

―

シ
ョ
ウ
ガ
汁
を
酒
の
l

中
に
し
底
り
、
砂
糖
で

ー
に
も
年
令
は
満
で
い
う
よ
う

一

の
飲
み
や
す
い
味
に
し
て

ゼ

熱

く

し
て
飲
み
ま
す
。

一
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

—
—
ー

1
1
1

ー
ー

1
1
1
1

ー
ー
ー
ー
—

1
1

.

0
ゴ
ボ
ウ

it

ヵ[
料□圧
〗
言
ー一酸

化
炭
素
中
毒
の

す。

応
急
手
当

〇
牛
乳
と
プ
ラ
ン
デ
ー

牛
乳
に
プ
ラ
ン
デ
ー
を
入
れ

家
庭
の
ガ
ス
中
毒
は
、
都
市石

て
熱
し
ま
す
。

ガ
ス
で
も
、
練
炭
、
炭
火
、

0
タ
マ
ゴ
酒

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
い
わ
油
ス
ト
ー
ブ
で
も
、
そ
の
本
体

ば
暖
か
く
し
て
寝
る
た
め
の
催
は
性
と
ん
ど
一
酸
化
炭
素
中
毒

眠
剤
の
よ
う
な
も
の
で
、
カ
ゼ
で
す
。

の
ひ
き
は
じ
め
で
な
い
と
効
果
中
毒
に
か
か
っ
て
い
る
人
を

了
篤
り
ま
せ
ん
。

発

見

し
た
ら
、
と
も
か
く
一
刻

i
l
‘
‘
、
、
、
I
I
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
心
も
早
く
新
鮮
な
空
気
を
吸
わ
せ

ー
る
こ
と
が
肝
心
。
目
ま
い
や
吐

値
上
げ
と
い
う
か
た
ち
で
、
被
血
液
は
人
間
に
と
っ
て
、
ま
の
こ
と
と
し
か
考
え
な
い
の
で
-

保
険
者
自
身
の
と
こ
ろ
へ
か
え
こ
と
に
命
の
綱
で
あ
り
ま
す

。

す
が
、

こ
れ
は
大
変
な
間
違
い
一
吉
自
牢

H註
士
早
の
益
〖
止
一

り
き
気
の
段
階
だ
っ
た
ら
窓
を
あ

一
~

ー
昨
年
十

二
月
了
け
放
し
風
通
し
を
よく
す
る
か

吾
―
―
_
＿
-
―
―
―
―
―
-

＝全
―
―
―
―
―
――_―
―
—
_
＿
-
―
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__
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＿
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―
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＝
＝
h
-
u
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＿
＿
＿

_
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―
-
＝
-
_
＿
-
『
―
―
―
-

『
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-
＝
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―
『
1

-
―
-
1
-
=
＝
-
＿
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_
―
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―
_
―
―
―
―
―
-
=
＝

u
0
-＝-
—
―
―

―
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―
―
-
―
_
-
―
-
＝
-
＿
-
ー
-
＝

1-
―
-
＿
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=
-
―
-
m
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＿
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-＿＿_
-
―
―

l
-
-
m
-
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＝
＝
-
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＝
-
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_
＿
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―
―
―
-
_
―
-
＝
-
―
―
—

_t
(-＿＿
＿
-
=
-
—
ー
ー
っ
て
き
ま
す
。
人
間
の
生
命
が
母
体
に
宿
っ
て
で
す

。

一
日
か
ら
ー
ー
ー
ご
風
通
し
の
よ

い
場
所
へ
そ
っ
と

治

療

よ

り

も

予

防

を

か

ら

こ

の

世

に

生

れ

、

一

生

町

で

は

、

次
の
日
程
で
献
血

i

一

~

法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
道
二
連
ん
で
少
し
で
も
呼
吸
が楽な

病
気
に
な
っ
て
治
療
を
受
け
を
終
る
ま
で
、
一
秒
た
り
と
も
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
皆
ん
-一

路
を
車
庫
代
り
に
す
ると
罰
~
よ
う
に
頭
を
う
し
ろ
に
の

け
ぞ

休
み
な
く
体
を
な
こ
ぞ
っ
て
出
か
け
て
く
だ
さ
一

一

＂せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
；
せ
横
向
き
に
寝
か
せ
ま
す
。

冒

i
l
〗
い
／
疇
汀
旦

I
L
i

〗
う
巡
って私
た
ち
い

。
献血を
す
る
と
、
手
帳
か

”

こ
仰
向
け
だ
と
吐
い
た
も
の
な
ど

け
ま
し
ょ
う
。

の
命
を
保
持
し
渡
さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
優

i

た。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
＼
ノ
て
い
ま
す

。

先
的
に
血
液
が
提
供
さ
れ
ま
す
~

車
を
お
も
ち
の
方
は
、
必
―

二
月
一
日
か
ら
医
療
費
が
値
す
。
そ
れ
に
加
え
て
老
人
の
医

ー
が
口
の
中
に
た
ま
っ
て
呼
吸
を

よ

病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し

口

1

こ
の
貴
重
な
し
、
血
液
型
が
わ
か
っ
た
り

i

ず
保
管
す
る
場
所
を
確
保
し
”

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
実
質
一
療
費
が
無
料
に
な
っ
て
お
と

七
•
五
形
の
値
上
げ
で
す
。

し
よ

り
の
お
医
者
さ

ん
に
か
か

iさ
ま

た
げ
る
心
配
が
あ
る
か
ら

た

と

え

は

、

日

曜

日

に

あ

る

る

割

合

も

、

ぐ

ん

と

増

し

て

お

て

早

く

治

療

を

。

し

6
血
液
は
、
一
時

健
康
診
断
に
も
な
り
ま
す
゜

言
恥
認
ロ
一
場
所
に
引
-
で
す
。

-
き
続
き
十
二
時
間
（
夜
間

i

呼
吸
が
役
と
ん
ど
な
け
れ
ば

に
多
量
を
失
え
献
血
を
す
る
こ
と
に
心
配
な

，
 

正
し
い
治
療
を

病
院
で
再
診
を
受
け
た
と
す
る
り
ま
す
。

＂

は
八
時
間
）
以
上
駐
車
す
て
口
移
し
の
人
口
呼
吸
を
。
も
ち

――
 

体
は
自
然
の
回
復
力
が
大
き
士
{
コ

T

ば
生
命
四
呂
み
人
も
あ
る
ょ
う
で
す
茫
ょ

V
り

い
の
で
す
、
薬
が
病
気
を

治

し

は

止

っ

て

し

ま

身

体

の

状

況

を

み

て

、

大

丈

夫

-

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

i

ろ
ん
、
そ
の
間
に
助
け
を
求
め

と
、
こ
れ
ま
で
は
再
診
療
五
〇

医
療
費
が
ふ
え
る
と

て
く
れ
る
と
い
う
考
え
は
間
違

I

L

5
い
ま
す
。
大
ケ
の
量
だ
け
を
と
る
訳
で
す
か
ら

匹

違

反
す
る
と
、
三
万
円
以

7
J
至
急
救
急
車
を
よ
び
ま
す
。

円
と
時
間
外
加
算
三
0
円
の

計

国

保

で

お

医
者
さ
ん
に
か
か

心
配
は
い
り

ま
せ
ん
。

—
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
~

八
0
円
で
し
た
。
こ
れ
が
再
診

る
場
合
、

医
療
費

の

三

割

は

患

＿

ー
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
と
き
は

療
一
五
0
円
と
新
設
の
休
日
加
者
が
負
担
し
、
約
四
・
五
割
は
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
余
分
の
と
ど
日
ハ
ガ
や
大
手
術
の

~
か
ら
だ
の
中
の
酸
素
が
不
足
し

~

す
。
一

薬
は
、
体
に
毒
で
あ
る
こ
と
を

算

一、

0

0

0
円
で
、
一
、
一
国
が
負
担
し
ま
す
。

残
り

の

二

？

3

時

は

、

ど

う

し

献

血

を

す

る

日

ー

五
0
円
と
な
り
ま
す
。
•
五
割
は
被
保
険
者
に
納
め
て
一
認
識
し
ま
し
ょ
う

o

f
i
l
(て
も
血
液
を
補三
月
五
日
午
前
十
時
ー
正
午
一
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
ミ
ー
ー
、
、
、
、
、
I
I
‘
‘
‘
‘
、
!
`
‘
、

5
て
い
る
の
で
、
か
ら
だ
を
動
か

こ
の
場
合
今
ま
で
八
0
円
の

い

た

だ

く

保

険

税

で

ま

か

な

う

う

必

要

が

あ

り

ま

で

町

公

民

館

子

林

小

学

校

せ

ば

、

そ

れ

だ

け

少

い

酸

素
を

三
割
（
二
十
四
円
）
を
窓
口
で
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上

m
~ノ
ま
す
。
こ
れ
が
午
後
一
時
ー
ニ
時
ま
で
正
午
後
二
時

―
―
―
十
分
ー
三
時
三
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

支

払

え

ば

よ

か

っ

た

も

の

が

、

医

療

費

が

ど

ん

ど

ん

ふ

え

る

輸

血

で

す

が

、

山

小

学

校

十

分

ま

で

大

谷

小

学

校

す

か

ら

、

で

き

る

だ

け

安

静

一
、
一
五
0
円
の
三
割

（

三

四

と

こ

の

ニ

・

五

割

の

保

険

税

で

こ

の

時

、

そ

の

血

液

は

皆

ん

な

午

後

二

時

三
十
分
ー
三
時
三

対
象
者
年
令
十
六
オ
か
ら
で
に
。
ふ
ろ
場
な
ど
で
倒
れ
て
い

五

円

）

を

支

払

わ

な

く

て

は

な

は

ま

か

な

う

こ

と

が

で

き

な

く

が

行

な

っ

た

献

血

に

よ

っ

て

、

十

分

ま

で

宇

和

川

集

会

所

き

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

て

も

、

む

り

に

衣
服
を
着
せ
た

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な

り

、

保

険

税

を

値

上

げ

し

な

ま

か

な

わ

れ

ま

す

。

三

月
六
日
午
前
十
時
ー
十
一
が
町
で
は
、
高
校
を
す
ぎ
た
り
せ
ず
、
毛
布
を
か
け
る
な
ど

医
療
費
は

放

っ

て

お

い

て

も

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

つ

ま

り

し

か

し

、

元

気

で

い

る

と

き

時

ま

で

岩

谷

小

学

校

年

令

、

十

九

才

以

上

、

六

十

し

て

、

体

を

動

か

さ

な

い

こ

と

毎

年

一

0

％

前

後

ふ

え

て

い

ま

医

療

費

が

ふ

え

る

と

保

険

税

の

は

、

誰

で

も

そ

の

こ

と

を

他

人

午

後

一

時

ー

ニ

時

ま

で

五

オ

ま

で

と

し

ま

す

。

で

す

。

：`` 

「
三
月
十
二
日

（

火

）

」

午
前
十
時
ま
で
に
役
場
へ

分担及

負担金
0.3その他

3.8 
！自動車取得税交付金 1.2

畔は22』l3干円でし↑←齢計）
昭和47年度決算状況

昭和 47年度決算総括表

＼ 会計別 歳

昭和 47 年度
I 

入 1 歳 出 1差引繰越額

一般会計 411,716,581 389,703,255 22,013,326 

特
国保 会計 64,673,275 58,888,283 5,784,992 

簡水 I/ 2,729,411 2,622,511 106,900 

別
農共済 I/ 10,704,472 6,888,226 3,816,246 

会 給食 I/ 17,146,728 16,524,556 622,172 

歯科 II 1,121,641 934,072 187,569 
計

車輌 II 6,804,382 4,769,896 2,034,486 

計 514,896,4901 480~330, 799 34,565,691 

と
れ
ほ
ど
の
火
品
が

『
火
の
用
心
』
簡
単
な
こ

と
ば
で
す
が
、
い
ざ
実
行
と

な
る
と
む
つ
か
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
徳
川

時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
火
災
は
ふ
え

る
ば
か
り
。
世
の
中
の
移
り

変
わ
り
に
つ
れ

て
、
人
●
●
使

う
火
も
ま
き
や

；

石

炭

か

ら

電
気

ガ
ス
、
石
油
な

、

ど

、

よ

り

効

率

の
高
い
燃
料
を

ゎ

使
う
よ
う
に
な

'』

9
しヽ
9＇`

り
、
そ
の
種
類

も
回
数
も
ふ
え

て
き
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
を
見
わ

た
し
て
く
だ
さ
い
。
た
し
か

に
使
い
方
は
便
利
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ

の
恐
ろ
し
さ
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

昭
和
三
十
六
年
中
に
お
き

た
県
内
の
火
災
は
五
六
三
件

で
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年

中
で
は
八
四
七
件
に
の
底
り

史
上
最
悪
の
記
録
と
な
り
、

昭
和
四
十
八
年
中
で
は
七
八

五
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
も
火
災
の
お

き
る
件
数
は
年
々
う
な
ぎ
の

底
り
、
昭
和
四
十
七
年
中
に

は
、
五
八
、
二
九
一
件
も
の

火
災
が
発
生
し
、
一
日
当
り

の
平
均
が
一
五
九
件
と
な
り

十
分
間
に
一
件
の
火
災
が
お

き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、

千
日
デ

。ハ
ー
ト
ビ
ル
、
大
洋

デ
パ
ー
ト
ビ
ル
の
火
災

ニ
ュ

ー
ス
な
ど
で
充
分
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
そ
れ
で

も
交
通
事
故
は
ど
身
近
で
な

い
だ
け
に
、
ふ
だ
ん
の
予
防

の
心
が
ま
え
が
充
分
ゆ
き
と

ど
い
て
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
こ
で
一
度
、
あ
な
た

の
身
の
ま
わ
り
を
見
わ
た
し

て
、
火
災
の
予
防
と
い
ざ
と

い
う
と
き
の
心
が
ま
え
に
つ

い
て
、
ご
家
族
み
ん
な
で
話

お
き
て
い
る
か

予

る火よのがとをき lガしじくん暖居所調こ い すちにでがんぎい し
注のがうで乾‘長まムスたゅなな房間‘べろ住るど゜四県すおでまて火約あ
意でつな‘き家時すこなだうっ器なが押てか宅かこ 三内がきいす‘災半っ
しすき小夕き財間 た゚どけをた具ど比入みらの か 習で‘るる゜人は分て
ま や゚ さバっ道使こつのでちたを‘較‘まお火 ら がお昭のとだの特がみ
し すなコて具つのなスもょめ使熱的風すき災 火 住き和はこか不別住ま
よ く火や しや てよど卜石つでうをに呂とてが 災 た四あろら注の宅し
う なだマま 衣 うが 1油とす機出多等居いど が

宅
ぃ 火十たか‘意場火ょ

° っねツい 類 な目ブ‘見 会゚すいと間るん ぉ 火災八りら人か合災う
てでチまなま器にや電 わ部がいのな‘のな き 災 の年ま火のらを ゜
いものすどす具つホ 気 た屋多ろはり台かと て でう中え災住お除 i 


